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社会科学習指導案
第３学年

１．単元名 かわってきた人々のくらし

２．単元の目標
○古くから残るくらしにかかわる道具やそれらを使っていたころのくらしの様子、地域の

人々のくらしの変化が、人々の願いや知恵によるものであることを理解し、地域社会の
よりよい発展を考えようとする。

○地域の人々のくらしの変化から学習問題を見いだし、古い道具の使い方を教わったり、
博物館などで昔のくらしを調べたりして、年表にまとめるとともに、地域の人々のくら
しの今昔の違いや変化、人々のくらしの知恵について考えたことを適切に表現する。

３．指導・評価計画（全９時間計画：本時はその１時間目）

過
程

時 ねらい 主な学習活動 評価項目【観点】

○地域や身の回 ①身のまわりにある古い ・身の回りにある古いものや昔のくらし
りにある古いも ものを見つけ、昔のくら に関心を持っている【関】
のに目を向け、 しの様子について話し合

つ １ 昔のくらしにつ い、単元のめあてをつく
か ( いて話し合い、 る。
む 本 古いものや昔の

時 くらしに関心を ・比較の視点で昔と今の

) もつ。 道具をとらえ、今と昔の
生活の違いや変化への気
付きにつなげる

○道具の工夫や ②身の回りにある古い道 ・古くから残る道具に関心をもって、意
変化によって、 具さがしをして、よく知 欲的に調べている【関】・
人々のくらしが る人に使い方を聞くなど
どのようにかわ して調べ、わかったこと
ってきたのか体 や感じたことを話し合う
験や調査を通し
て考える ③④身の回りの古い道具 古い道具の使い方について体験したこと

を、実際に使ってみて、 から思ったことや感じたことを話し合
わかったことや感じたこ い、学習問題を見出だそうとしている。

追 とから学習問題をつくる。【思】
究 ６
す ⑤昔のくらしの様子につ 古い道具や昔のくらしの様子について、
る いて絵から読み取り、使 絵から読み取っている。【技】

っている道具を比べ、今
との違い・変化を意識さ ・古くから残る道具、それらを使ってい
せながら昔のくらしの様 たころのくらしの様子や、地域の人々の
子を調べる。 くらしの変化が人々の願いや工夫による

ものであると理解している【知】

⑥⑦ ・道具の変化とくらしの変化を関連づけ
郷土資料室でもらった資 ながら、人々の願いや工夫について考え、
料等から昔のくらしを調 道具メモに表現している。【思】
べる。道具メモにわかっ
たことをまとめる。 ・昔の道具やくらしの変化は、人々の願

いや工夫によるものであることを理解し
ている。【知】

○体験や調査を ⑧⑨道具とくらしの移り ・古い道具や昔のくらしの様子について
通して考えたこ 変わりを道具年表にまと 体験や資料から必要な情報を集め、わか

ま とやわかったこ める。 ったことを年表にまとめている。【技】
と ２ とを整理する。
め ・昔の人々の知恵によってくらしが向上
る してきたことに気づき、今後のよりよい

発展について考えようとしている【関】



Ⅱ－2

４．本時の展開（１/９）
（１）ねらい 古い写真や道具などの資料をもとに、疑問や調べたいことを考え、単元のめあ

てを立てる活動を通して、古いものや昔のくらしに関心をもち、地域の人々の
くらしの変化について追及する意欲をもてるようにする。

（２）準備 写真資料 昔の道具の実物 ミニホワイトボード（児童）
（３）展開

過 指導上の留意点及び支援・評価
程 学習活動 時間 （◇主体的に取り組ませるための支援）

（◆対話的な学びをさせるための支援）
（□深い学びをさせるための支援）

１ 本時のめあてをつかむ。 ５分 ・昔と今の学校の様子を見比べさせ、くらしが
・写真を見比べて、変化した 変化していることに気づかせる。

と 内容について問いかける。
ら
え
る

２一人一人が、昔の道具と １ ５ ・資料を示しながら、何に使われていたのか、
考 今の道具の資料を見比べて、 分 どのような使い方をしていたのかを予想させる。
え 疑問や調べたいことを考える。 ・児童の生活に身近で、現在は電気製品に変化
る している道具を資料として選び、使い方の比較
・ ・アイロン・蓄音機・電話な がしやすいようにする。
わ どの資料を順序良く提示する。
か ・資料を学級全体で確認しな ◇一人一人が自分の考えをもって学習に参加でき
る がら、見比べ、資料から考え るよう、考えをホワイトボードに記述させる。

たことを記述・発言する。 ◆「今の道具は○○だけど、昔の道具は○○みた
いだ」のように比較して発言できるように話型を
示す。

３学級全体で、昔と今の道 １ ５ ◆道具の変化の様子、便利になったことや不便に
伝 具やくらしの変化についての 分 なったこと、それぞれの違いなどを問いかけ、、
え 疑問や調べたいことの共有や ホワイトボードに記述させる。全員の意見を黒板
る 焦点化をはかる。 に掲示させ、見比べられるようにする。

・ホワイトボードの内容から □「持ち運べてどこでも使える」「スイッチを押
キーワードを確認する。 すだけで使える」「電気を使うからコードがある」

など道具の変化に気付いている児童の記述を取り
上げながら、道具の変化がくらしにも影響を与え
ることに気付けるように、声をかける。

ま ４本時のまとめとして、単 １ ０ ・児童の発言をつなぎながら、道具の形状や使い
と 元のめあてを立て、一人一人 分 方を調べることが、昔の人の生活の様子を知るこ
め が学習の振り返りをする。 とにつながることを確かめ、単元のめあてにつな
る ・キーワードをもとに、児童 げる。
・ とのやりとりを通して単元の
ふ 課題をまとめる。
り
か ◇めあてを示して次時からの学習の見通しをもた
え せ、どんな風に調べると解決できるか、一人一人
る の追究したいことや追究方法を表現させること

で、主体的に問題解決学習に向かえるようにする。

・本時の振り返りとして、「今
日の学習で特に興味をもった
こと」や「どうやって調べて
いきたいか」などをホワイト
ボードに記述する。

〔めあて〕 古いものと今のものをくらべてちがいを話し合い、単元のめあてをたてよう

【単元のめあて】

人々のくらしは、どのように

かわってきたのだろうか。

〈評価〉 身の回りの古いものや昔のくら

しに関心をもっている。【関】

（ホワイトボード・発言）


